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成
績
発
表

　
令
和
７
年
１
２
月
中
旬
に
受
検
者
全
員

に
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

※
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
以
下
の
記
載
事
項
を
ご
承
諾
の
上
、
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
個
人
情
報
の
定
義

　
個
人
情
報
と
は
、
申
込
時
に
ご
提
供
い

た
だ
い
た
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
住
所
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
な
ど
、
ご
本
人

を
特
定
で
き
る
項
目
を
い
い
ま
す
。

◎
収
集
・
利
用
目
的
　
　
　
　
　
　
　
　

　
検
定
受
験
に
際
し
、
ご
提
供
い
た
だ
い

た
個
人
情
報
は
、
本
検
定
試
験
に
関
わ
る

連
絡
、
成
績
の
通
知
等
及
び
内
部
で
の
デ

ー
タ
集
約
範
囲
に
限
っ
て
利
用
し
ま
す
。

◎
管

　理

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
検
定
受
験
に
際
し
、
ご
提
供
い
た
だ
い

た
個
人
情
報
は
次
の
１
，
２
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
ご
本
人
の
同

意
な
く
第
三
者
に
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
適
切
な
管
理
を
行
い
、
外
部
へ
の

漏
洩
防
止
に
努
め
ま
す
。

１
、
法
令
等
に
よ
る
場
合
。

２
、
受
検
さ
れ
る
方
、
ま
た
は
公
衆
の
生

　
　
命
、
健
康
、
財
産
な
ど
重
大
な
利
益

　
　
及
び
公
共
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め

　
　
に
必
要
な
場
合
。

※
①
参
加
者
全
員
に
缶
バ
ッ
ジ
・
紙
製
フ

ァ
イ
ル
を
差
し
上
げ
ま
す
。

②
高
得
点
の
方
は
、
中
野
区
教
育
振
興
会

か
ら
「
中
野
区
も
の
し
り
博
士
」
と
認
定

さ
れ
ま
す
。
ま
た
「
中
野
区
も
の
し
り
博

士
」
に
は
特
製
「
も
の
し
り
博
士
」
バ
ッ

ジ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　※
過
去
問
題
集

　
・
１
〜
11
回
分
は
、
区
役
所
一
階
売
店

　
（
ア
ザ
レ
ア
）、教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
で

　
　
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
　
一
　
冊
　
　
五
〇
〇
円

　
西
武
信
用
金
庫
様
か
ら
高
等
学
校
等
に

在
籍
す
る
生
徒
に
対
す
る
奨
学
金
の
給
付

事
業
に
対
し
「
地
域
の
未
来
を
担
う
人
材

が
輝
き
、
羽
ば
た
く
た
め
の
支
援
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
」
と
い
う
こ

と
か
ら
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
ご
寄
附

い
た
だ
き
ま
し
た
。
贈
呈
式
は
、
７
月
23

日
午
前
11
時
よ
り
西
武
信
用
金
庫
８
階
会

議
室
に
て
行
わ
れ
、
髙
橋
一
朗
理
事
長
よ

り
当
会
会
長
安
藤
文
隆
に
対
し
て
目
録
が

送
ら
れ
、
贈
呈
式
に
は
教
育
振
興
会
会
長

他
理
事
が
出
席
い
た
ま
し
た
。

　
教
育
振
興
会
と
し
ま
し
て
は
こ
の
事
業

が
今
後
継
続
し
て
実
施
出
来
る
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

１
．
中
野
区
役
所
が
令
和
６
（
２
０
２

４
）
年
５
月
７
日
、
中
野
区
中
野
４-

８-

１
か
ら
新
庁
舎
（
中
野
区
中
野
４-

11-

19
）
へ
移
転
し
ま
し
た
。
中
野
区
役
所
新

庁
舎
建
設
以
前
は
旧
中
野
体
育
館
が
あ
り
、

広
く
区
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
旧

中
野
体
育
館
が
建
設
さ
れ
る
前
も
、
公
立

の
建
造
物
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
建
造

物
で
し
た
か
。

　
ア
　
中
野
税
務
署
　
　 

　
イ
　
中
野
区
立
中
央
中
学
校
　
　 

　
ウ
　
野
方
警
察
署
　
　

　
エ
　
中
野
区
立
第
九
中
学
校
　

２
．
第
48
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
中
野
区
大
会

は
、
令
和
6
（
２
０
２
４
）
年
５
月
26
日
、

中
野
区
立
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
わ
ん
ぱ
く
相
撲
中

野
区
大
会
実
行
委
員
会
主
催
；
高
山
義
章

委
員
長
）
。
行
司
は
早
稲
田
大
学
相
撲
部

と
第
四
方
面
機
動
隊
員
が
務
め
、
午
前
の

取
り
組
み
は
小
学
１
〜
３
年
生
、
午
後
の

取
り
組
み
は
小
学
４
〜
６
年
生
の
個
人
戦

と
団
体
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
男
女
４
・

５
・
６
年
生
の
優
勝
者
は
令
和
６
（
２
０

２
４
）
年
６
月
15
日
の
都
大
会
出
場
権
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
は

未
就
学
児
の
幼
児
相
撲
体
験
も
あ
り
、
昼

休
み
に
は
マ
マ
さ
ん
腕
相
撲
対
戦
も
あ
り

ま
し
た
。
大
勢
の
人
が
相
撲
対
戦
を
楽
し

み
ま
し
た
が
、
対
戦
者
数
は
約
何
名
で
し

た
か
。

　
ア
　
約
４
０
０
名
　
　
　

　
イ
　
約
５
０
０
名
　
　
　

　
ウ
　
約
６
０
０
名
　
　
　

　
エ
　
約
７
０
０
名

３
．
東
京
都
知
事
選
挙
・
東
京
都
議
会
議

員
補
欠
選
挙
が
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年

７
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
都
知
事
選

挙
の
中
野
区
投
票
率
は
60
・
56
％
で
し
た
。

都
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
率
は
何
％

で
し
た
か
。

　
ア
　
58
・
32
％
　
　

　
イ
　
59
・
32
％
　
　
　

　
ウ
　
60
・
32
％
　
　
　

　
エ
　
61
・
32
％
　

４
．
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
は
辰
年
で

す
が
、
山
門
に
龍
の
彫
刻
が
飾
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
「
た
つ
寺
」
と
も
言
わ
れ
て

い
る
お
寺
は
ど
れ
で
す
か
。

　
ア
　
願
正
寺
　

　
イ
　
貞
源
寺

　
ウ
　
宝
福
寺

　
エ
　
宗
清
寺

　
答
え
は
４
ペ
ー
ジ
（
数
字
は
正
解
率
で

す
）

第
11
回
　中
野
区
検
定
問
題（
抜
粋
）

（
令
和
６
年
11
月
24
日
実
施
）

中
野
区
の
中
学
校
の
現
状
並
び

に
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

中
野
中
学
校
の
竹
之
内
勝
校
長

に
お
話
を
お
伺
い
致
し
ま
し
た
。

１
　
中
野
区
の
不
登
校
の
現
状
と
Ｎ
組
の 

　
活
動
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　
令
和
５
年
度
の
不
登
校
出
現
率
は
、
国

６
・
71
％
、
東
京
都
７
・
80
％
。
中
野
区

６
・
79
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
野
区
は

東
京
都
平
均
よ
り
少
な
い
で
す
が
、
国
の

平
均
よ
り
少
し
高
い
と
い
う
現
状
で
す
。

　
中
野
区
で
は
学
校
へ
行
き
づ
ら
い
子
ど

も
た
ち
に
向
け
て
、
中
野
区
在
住
の
中
学

生
が
中
野
中
学
校
に
転
校
し
Ｎ
組
で
学
習

す
る
と
い
う
仕
組
み
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

現
在
１
年
生
11
名
、
２
年
生
８
名
、
３
年

生
４
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
英
語
、
国

語
、
数
学
、
理
科
、
社
会
に
お
い
て
は
学

年
別
で
、
音
楽
、
美
術
、
保
健
体
育
、
技

術
、
家
庭
は
、
Ｎ
組
全
員
で
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
Ｎ
組
の
生
徒
は
不
登
校
に
な
っ
た
時
期

も
さ
ま
ざ
ま
な
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
学

力
差
が
大
き
く
、
支
援
員
や
複
数
の
教
員

が
入
っ
て
き
め
細
か
な
対
応
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
学
校
へ
行
き
づ
ら
い
子
ど
も
た
ち
に
は
、

体
験
学
習
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
教
室
外
で
の
体
験
学
習
も
増
や
し

て
い
ま
す
。
宿
泊
を
伴
わ
な
い
も
の
は
Ｎ

組
全
員
で
、
井
の
頭
公
園
で
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
や
写
生
会
、
科
学
技
術
館
や

国
際
展
示
場
で
の
探
究
活
動
で
す
。
宿
泊

を
伴
う
修
学
旅
行
は
３
年
生
が
実
施
し
、

１
・
２
年
生
に
お
い
て
は
軽
井
沢
少
年
自

然
の
家
を
拠
点
に
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ

ャ
ン
プ
と
ス
キ
ー
教
室
を
隔
年
で
実
施
し

ま
す
。

　
運
動
会
等
の
学
校
行
事
に
お
け
る
係
活

動
等
や
部
活
動
な
ど
、
Ｎ
組
以
外
の
生
徒

と
の
交
流
を
含
め
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
思
い
に
寄
り
添
い
、
個
別
最
適
な
教
育

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
　
子
ど
も
の
意
見
が
反
映
す
る
学
校
で

　
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　　
子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
を
き
っ
か
け

に
子
ど
も
の
意
見
を
学
校
運
営
の
中
で
も

よ
り
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
運
動
会
で
も
ど
の
よ
う
な
種

目
が
よ
い
か
を
子
ど
も
た
ち
に
決
め
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
会
活
動
で

も
こ
れ
ま
で
各
ク
ラ
ス
か
ら
男
女
１
名
ず

つ
を
選
ん
で
い
ま
し
た
が
、
委
員
会
の
内

容
に
よ
っ
て
は
人
数
や
男
女
比
に
こ
だ
わ

ら
ず
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。
服
装
に
つ
い
て
も
、
標
準
服
は

あ
る
も
の
の
、
夏
の
暑
さ
に
対
応
し
て
、

体
育
着
で
登
校
し
て
も
よ
い
な
ど
、
生
徒

の
意
見
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
野
区
教
育
委
員
会
で
も
昨
年
度
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
使
い
方
を
自
由
に
決
め
ら

れ
る
30
万
円
の
予
算
を
各
中
学
校
に
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
中
野
中
学

校
で
も
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
日
本
代
表

選
手
を
招
い
て
、
講
演
会
や
交
流
会
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
は
「
本
物

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
会
い
た
い
」
と
い

う
子
ど
も
た
ち
の
希
望
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
学
校
に
子
ど
も
が
合
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
子
ど
も
の
思
い
に
学
校
が
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

３
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
中
野

　
で
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　　
昨
年
度
は
中
野
中
学
校
、
桃
園
第
二
小

学
校
、
桃
花
小
学
校
、
平
和
の
森
小
学
校

の
４
校
が
一
緒
に
な
っ
て
、
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
地
域
と
学
校
の

つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
」
を
更
に
目
指
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
各
学
校
単
位
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
を
進

め
、
年
２
回
上
記
４
校
合
同
の
連
絡
会
を

開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
２
０
５
０
（
２
０

５
０
年
に
向
け
て
）
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
が
様
々
な
分

野
等
で
人
間
を
超
え
て
い
く
時
代
を
見
据

え
、人
間
力（
人
間
に
し
か
で
き
な
い
力
）

を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
自
己
有
用
感
（
人
や
社
会
の
役
に
立

っ
て
い
る
と
い
う
感
情
）
に
裏
付
け
ら
れ

た
自
己
肯
定
感
（
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ

が
あ
る
と
い
う
感
情
）
を
し
っ
か
り
も
て

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち
の

主
体
的
な
学
び
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
率
先
し
て
取
り

組
む
生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
学
校
行
事
の
運
動
会
で
も
用
具

係
や
救
護
係
、
そ
の
他
様
々
な
役
割
に
つ

い
て
も
、
生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
運

営
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
、
生
徒
た
ち
が
た
く
さ
ん
関

わ
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
、
役

割
分
担
に
よ
る
活
動
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
保
護
者
の
皆
様
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
関
わ
り
が
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
い
い
影
響
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
も
様
々
な
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

の
「
働
く
」
と
い
う
こ
と
へ
の
関
心
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
働
く
人
の
声
を
聞
く
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
の
一
斉
講
演
会
方
式
で

は
な
く
、
多
く
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い

ろ
い
ろ
な
業
種
の
方
や
創
業
（
起
業
）
し

た
方
の
お
話
を
、
自
ら
選
ん
で
聞
く
と
い

う
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
と
の
つ
な
が
り
こ
そ
、

公
立
学
校
の
強
み
で
す
。
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

す
る
、
中
野
区
教
育
振
興
会
の
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
表
彰
制
度
」
は
、
子
ど
も
た
ち
の

大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
い
へ

ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。

中
野
区
教
育
振
興
会
教
育
事
業

資
金
と
し
て
西
武
信
用
金
庫
様

か
ら
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。左　安藤文隆会長　右　髙橋一朗理事長

竹之内校長

受 験 会 場 案 内 図

1面３段
　　　検定料　一般1500円と高校生・大学生1000円を下に下げられますか？おしりをそろえたい
　1面4段
　　青字のメールアドレス、両方とも頭を一文字下げたところに上げてほしいです。
　


